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　清滝は霊峰御嶽山「王滝口」の御嶽古道
の三合目に位置し、深い森を背景に荘厳な
谷合から轟音をとどろかせている滝です。
　古くから信者が御山に登拝する際に滝行
を行っている神聖な滝として知られており、
多数の観光客も訪れています。

木曽町商工会

百日間の精
しょうじんけっさい

進潔斎する行場「清
きよたき

滝」

商工連ながの
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商
工
連
は
５
月
29
日
、
長
野
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
お
い
て
令
和
元
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
、
提
案
さ
れ
た
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
等
の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

通
常
総
会
の
冒
頭
、
商
工
連
柏
木
会
長
か
ら
「
商
工
会
地
域
の
中
小
・
小
規
模
企
業
に
お
い
て

は
、
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
商
工
業
者
の
減
少
や
会
員
の
減
少
と
い
う
地
域

の
根
本
的
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
経
営
資
源
を
生
か
す
経
営
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
で
第
４
次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
る
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
・
商
工
連
は
地
域
の
商
工
業
者
を
全
力
で
支
援
す
る
た
め
『
商
工
会

中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
を
着
実
に
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
10
年
計
画
の
６
年
目

で
あ
り
、
見
直
し
さ
れ
た
後
半
に
入
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
員
の
増
強
と
組
織
力
向
上
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
会
員
増
強
計
画
の
策
定
・
組
織
強
化

の
た
め
の
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
策
の
活
用
を

促
し
、
加
入
推
進
に
対
し
て
の
人
的
支
援
を
行
い

ま
し
た
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
県
青
連
の
役
員
改
選
期
に
あ
た
る
た

め
、
商
工
連
役
員
の
補
欠
選
任
が
あ
り
ま
し
た
。

前
県
青
連
会
長
の
土
屋
勇
磨
氏
が
退
任
し
、
県
青

連
会
長
と
な
っ
た
池
田
成
弥
氏
が
新
た
に
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
商
工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉
共
済
、

特
定
退
職
金
共
済
、
記
帳
機
械
化
事
業
の
優
良
商

工
会
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県青連会長の理事の退任、新任あいさつ
（左）土屋勇磨氏、（右）池田成弥氏

柏木会長あいさつ

地
域
の
商
工
業
者
を
全
力
で
支
援
す
る
組
織
へ

商工連
通常総会
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県
青
連
は
５
月
９
日
（
木
）、
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
通
常
総
会
及
び
商
工
会
青
年
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
４
議
案
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に

池
田
成
弥
氏
（
野
沢
温
泉
）
が
選
出
さ
れ
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
の
実
績
が
優
良
で

あ
っ
た
長
野
市
商
工
会
へ
土
屋
会
長
か
ら
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、

「
〜
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
」と
題
し
て
、

株
式
会
社
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｓ
代
表
取
締
役
の
古

後
理
栄
氏
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
利
用
す
る
上
で
の
注
意
点
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の

現
状
等
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
潜

在
意
識
を
味
方

に
つ
け
る
５
つ
の
方
法
」
と
題
し
て
、

株
式
会
社
経
営
人
事
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
代
表
取
締
役
の
山
極
毅
氏
か
ら
、

「
ス
ト
レ
ス
と
性
格
」
に
係
る
「
Ｆ

Ｆ
Ｓ
（Five�Factors�&

�Stress

）

理
論
（
小
林
惠
智
博
士
開
発
）」
を

事
業
活
動
に
応
用
し
会
社
を
強
く

す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
つ
の
講
演
共
に
受
講
者
は
熱

心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
は
５
月
13
日
（
月
）
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」
に
お
い
て
、
通
常

総
会
及
び
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会

で
は
、
平
成

30
年
度
事
業

報
告
、
収
支

決
算
報
告
、

令
和
元
年
度

事
業
計
画
、

収
支
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

全
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
の
実
績
優
良
表
彰

が
行
わ
れ
、
期
間
部
門
で
は
長
野
市
商
工
会

と
上
松
町
商

工
会
の
２
女

性
部
、
年
間

部
門
で
は
軽

井
沢
町
商
工

会
、
長
野
市

商
工
会
、
富

士
見
町
商
工
会
、
箕
輪
町
商
工
会
の
４
女
性

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、

県
下
４
地
区
の
代
表
、
川
上
村
商
工
会
女
性

部
の
杉
原
敦
子
氏
、
箕
輪
町
商
工
会
女
性
部

の
小
松
ち
よ
子
氏
、
南
木
曽
商
工
会
女
性
部

の
太
田
美
咲
氏
、
野
沢
温
泉
商
工
会
女
性
部

の
片
桐
逸
子
氏
の
４
名
が
主
張
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・

ま
ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
、地
元
に
自
生
し
、

こ
れ
ま
で
ひ
っ
そ
り
と
育
て
ら
れ
て
い
た
ノ

ザ
ワ
ツ
バ
キ
（
野
沢
椿
）
を
商
工
会
女
性
部

の
手
で
、守
り
育
て
る
こ
と
で
＂
地
域
振
興
＂

に
つ
な
げ
て
い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
発
表
し

た
野
沢
温
泉

商
工
会
女
性

部
の
片
桐
逸

子
氏
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で

は
「
令
和
元

年
度
県
女
性
連
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
」
商

工
連
植
原
課
長
が
説
明
し
、
続
い
て
「
女
性

の
活
躍
で
企
業
が
変
わ
る
」
と
題
し
て
株
式

会
社
エ
ン
パ
ワ
ー
21
代
表
取
締
役
能
勢
み
ゆ

き
氏
か
ら
企
業
の
女
性
活
躍
支
援
事
例
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
受
講
者
は
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

山極毅氏の講演

新役員挨拶

古後理栄氏の講演

 

魅
力
あ
る
女
性
部
を
目
指
し
て 

〜
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認
〜

令
和
元
年
度
長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会・商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

 
新
会
長
に
池
田
成
弥
氏（
野
沢
温
泉
）!!
〜
新
役
員
を
選
出
〜

令
和
元
年
度
長
野
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会・商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催最優秀賞を受賞した片桐逸子氏

総会で挨拶をする石井会長

講師の能勢みゆき氏

退任役員挨拶
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会　

長　
　

服
部　

宏
昭
（
長
野
・
北
信
）

副
会
長　
　

望
月　

雄
内
（
安
筑
）

副
会
長　
　

平
野　

成
基
（
上
小
）

幹
事
長　
　

宮
澤　

敏
文
（
北
安
曇
）

幹　

事　
　

垣
内　

基
良
（
上
伊
那
）

幹　

事　
　

丸
山　

栄
一
（
長
野
・
北
信
）

幹　

事　
　

依
田　

明
善
（
佐
久
）

（
敬
称
略
）

商
工
会
議
員
懇
談
会

所
属
県
議
会
議
員
（
担
当
地
区
）

　経営指導員（呼称は、主任経営支援員）は商工会に配属され、小規模事業者等商工業者の経営相談指導等に
従事します。商工会は、「商工会法」で定められた特別認可法人で、全国に約1,660、長野県下には69あり、商工
業の改善発達を図るとともに、社会一般の福祉の増進に資することを目的に設立されています。
　特に地区内の小規模事業者等商工業者が抱える、経営、金融税務、経理、労務等経営上必要な課題について、
事業所への巡回指導や窓口相談を通じて支援を行い、経営の改善、成長、安定を図ります。また、地域の「総
合経済団体」として、役職員一体となって豊かな地域づくりのため地域振興事業等も行います。

募集職種：商工会の経営指導員等正規職員
　　　　　　（商工業者の経営相談指導等）
資　　　格：①�来春大学卒業見込みの者又は大学を卒業した者（ただしこの資格で受験をした者の経営指導員

の任用は県内の商工会に２年間勤務した後に行う）
　　　　　　②�大卒者で最近５年のうちに２年以上、短大卒者は最近５年

のうち３年以上、高卒者は最近７年のうち５年以上、商工
業の指導又は経営実務の経験を有する者

待　　　遇：県内商工会統一規程による
　　　　　　（県公務員待遇に準拠）
勤　務　先：県内各市町村の商工会
採用試験日：10月上旬試験予定
問い合わせ先：長野県商工会連合会　総務人事課
　　　　　　電話：026-228-2131　E-mail：shokoren@nagano-sci.or.jp

　

超
党
派
の
長
野
県
議
会
議
員
に
よ
る
商
工
会
支
援
組

織
「
商
工
会
議
員
懇
談
会
」
は
6
月
20
日
に
令
和
元
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
案
は
事
業
計
画
や
収
支
予
算

等
の
ほ
か
役
員
の
改
選
が
あ
り
、
服
部
宏
昭
会
長
代
行
が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

服
部
会
長
か
ら
、「
地
域
の
商
工
業
、
経
済
の
活
性
化

に
は
商
工
会
の
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
皆
さ
ん
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
県
補
助
金
の
拡
充
確
保
、
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
支
援
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

―
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会
―

職員（経営指導員）募集

商

元

工

気

会
を

に

hhhhh hhhhh
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長
野
県
北
部
の
山
ノ
内
町
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
、
志
賀
高
原
の
中
に
「
癒
し
の
宿 

幸
の
湯
」

が
あ
り
ま
す
。
開
業
し
て
51
期
目
、「
故
郷
の

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

実
家
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
き
た
宿
で
す
。
開
業
以

来
、
冬
〜
春
は
ス
キ
ー
、
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ホ
タ
ル
、
秋
は
紅
葉
と
1
年
を
通
し
て
常
連
客

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
客
層
の

高
齢
化
に
よ
る
新
規
顧
客
獲
得
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

新
規
顧
客
獲
得
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
ど
の

よ
う
な
手
段
で
獲
得
す
る
か
、
思
案
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
常
連
客
や
ス
キ
ー
関
連
の
事

業
者
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
っ
た
結
果
、
ス

キ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
存
在
を
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
利
点
は
3
つ
あ

り
ま
す
。
1
つ
目
は
ス
キ
ー
場
と
異
な
り
、
リ

フ
ト
に
乗
る
時
間
が
な
い
た
め
に
効
率
的
な

タ
ー
ン
動
作
が
可
能
な
点
で
す
。
30
分
で
お
よ

そ
１
２
０
０
タ
ー
ン
、
従
来
の
ス
キ
ー
と
比
べ

て
30
倍
の
効
率
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
で
す
。

2
つ
目
は
一
定
環
境
の
も
と
コ
ー
チ
の
目
の
前

で
反
復
練
習
を
行
う
こ
と
で
、ス
キ
ー
の
フ
ォ
ー

ム
を
固
め
た
り
ス
キ
ー
に
必
要
な
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で

す
。
3
つ
目
は
い
つ
で
も
、
ど
ん
な
天
気
で
も

練
習
が
可
能
な
の
で
、年
中
、本
格
的
な
ス
キ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
当
宿
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
導
入
し
た
場
合
の
強
み
が
3
点
見
つ
か

り
ま
し
た
。
1
つ
目
は
１
６
５
０
ｍ
の
高
地（
実

際
の
ア
ル
ペ
ン
レ
ー
ス
な
ど
が
行
わ
れ
る
環
境
）

で
練
習
が
で
き
る
こ
と
で
す
。2
つ
目
は
ス
キ
ー

場
に
と
て
も
近
い
こ
と
で
、
ス
キ
ー
を
し
た
日

に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
乗
り
、
翌
日
に
は
、
上

達
を
感
じ
な
が
ら
雪
上
で
滑
る
体
験
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
3
つ
目
は
幸
の
湯
の
家
族
が
「
ス

キ
ー
を
教
え
る
専
門
家
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
平
昌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
派
遣
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。

　

以
上
に
よ
り
「
ス
キ
ー
が
上
手
く
な
り
た
い

人
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

　

購
入
に
向
け
て
資
金

調
達
の
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
検
討
し
、
山
ノ
内
町

商
工
会
さ
ん
の
お
力
添

え
を
頂
け
た
こ
と
で
、

購
入
ま
で
を
短
納
期
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
０
１
８
年

6
月
に
計
画
し
て
か
ら
、
２
０
１
８
年
9
月
に

資
金
調
達
と
製
造
発
注
を
経
て
２
０
１
９
年
2

月
に
稼
働
を
開
始
し
、
日
本
初
の
高
地
設
置
お

よ
び
ホ
テ
ル
内
設
置
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

　

稼
働
開
始
後
の
3
ヶ
月
は
事
業
計
画
を
超
え

る
売
上
が
出
て
お
り
、
そ
の
要
因
は
、
3
つ
の

新
規
顧
客
を
獲
得
で
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
１
つ
は
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ア

ル
ペ
ン
レ
ー
サ
ー
を
指
導
す
る
コ
ー
チ
の
チ
ー

ム
に
よ
る
利
用
者
で
す
。チ
ー
ム
の
人
数
は
様
々

で
す
が
、
ど
の
チ
ー
ム
も
共
通
し
て
長
い
期
間

宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
不
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
な
く
す
代
わ
り
に
単
価
を
下
げ
る
こ
と
で
、

宿
の
人
員
を
増
員
せ
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
2
つ
目
は
、
一
般
顧
客
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
を
し
た
日

の
夜
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験
し
て
、
翌
日

早
速
滑
り
が
変
わ
り
、「
20
年
間
や
っ
て
き
た
こ

と
は
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
な
お
声

も
頻
繁
に
い
た
だ
く
と
共
に
、
そ
の
お
客
様
が

翌
週
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
例
が
増
え
ま
し
た
。

3
つ
目
は
、
宿
泊
客
で
な
い
お
客
様
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
車
で
通
え
る

距
離
に
い
る
宿
泊
不
要
の
お
客
様
に
も
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
様
で
宿
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
っ
て
新
し
い
事
業
、
お
客
様
を
創
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
事
業
サ
ー
ビ
ス
を
一
人
で
も
多
く

の
お
客
様
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
、
こ
の
活
動

で
獲
得
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
て
新
し
い
事
業

を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
宿

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

スキーシミュレーター

癒しの宿 幸の湯　山ノ内町商工会
下高井郡山ノ内町志賀高原平床　TEL.0269-34-2902

中小企業の新たな事業活動

癒しの宿 幸の湯 幸の湯ロゴ

日本初！
　宿へのスキーシミュレーター
　　　導入による新たな事業展開



商工連ながの R1.8月号● 6

　

朝
日
村
は
、
松
本
平
の
西
の
端
に
位
置
す

る
山
間
地
で
す
。
鉢
盛
山
（
２
、４
４
６
ｍ
）

を
背
後
に
、
松
本
平
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て

い
ま
す
。
村
の
面
積
の
内
、
約
87
％
を
山
林

が
占
め
て
お
り
、
人
口
は
４
、５
８
０
人
で

残
念
な
が
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
９
年
ほ
ど
前

か
ら
、「
朝
日
村
を
元
気
に
」を
合
言
葉
に「
産

業
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。
商
工
業
は
も
ち
ろ
ん
、

農
林
業
・
各
種
産
業
も
含
め
た
オ
ー
ル
朝
日

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
商
工
会
が
音
頭
を
取
り
、

今
年
は
「
朝
日
村
大
博
覧
会
Ⅴ
」（
７
年
前

に
命
名
）
と
題
し
て
８
回
目
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
名
前
は
大
き
い
で
す
が
、
こ

つ
こ
つ
と
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
き
、
積
み
重

ね
で
朝
日
村
を
元
気
に
し
て
い
く
と
の
意
味

合
い
が
あ
り
ま
す
。
実
行
委
員
会
は
、
商
工

会
役
員
か
ら
Ｊ
Ａ
朝
日
の
役
員
、
村
の
各
種

団
体
の
長
や
一
般
村
民
な
ど
有
志
の
集
ま
り

で
す
。
高
冷
地
に
即
し
た
葉
物
野
菜
を
中
心

と
し
た
農
業
が
主
要
産
業
の
当
地
は
、
農
業

と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
近
年
、
忘
れ

ら
れ
た
農
産
物
か
ら
、
ワ
イ
ン
、
ブ
ド
ウ

ジ
ュ
ー
ス
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
活
用
、
販
売
方
法
の
協

力
、
観
光
と
の
結
び
つ
き
な
ど
幅
広
く
業
種

を
超
え
た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

唐
松
の
活
用
に
よ
る
木
工
業
の
振
興
も
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
大
博

覧
会
を
通
し
て
、
商
工
会
だ
け
で
な
く
み
ん

な
で
考
え
、
朝
日
村
活
性
化
の
一
助
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

朝
日
村
で
は
４
年
前
か
ら
「
朝
日
村
農
業

推
進
支
援
組
織
設
立
検
討
協
議
会
」、「
朝
日

村
木
質
資
源
循
環
利
用

検
討
委
員
会
」、「
朝
日

村
観
光
事
業
推
進
組
織

設
立
検
討
協
議
会
」
の

三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
商
工

会
は
そ
の
全
て
に
委
員
、

幹
事
と
し
て
参
加
。
特

に
観
光
組
織
に
つ
い
て

は
観
光
協
会
の
設
立
を

実
現
し
、
商
工
会
長
が

初
代
会
長
を
務
め
て
い

ま
す
。
観
光
資
源
の
乏

し
い
当
村
で
、
形
の
変

わ
っ
た
組
織
を
作
り
、

観
光
・
産
業
か
ら
朝
日

村
Ｐ
Ｒ
の
拠
点
と
し
て

機
能
し
て
い
く
た
め
、

軌
道
に
乗
る
ま
で
は
商

工
会
が
け
ん
引
役
を
担

え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

変
化
の
激
し
い
経
済

状
況
の
中
で
、
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
衰
退
の
懸
念
の
中
、

商
工
会
員
も
か
ろ
う
じ
て
現
状
維
持
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
今
以
上
に
厳
し
い
状
況
と

な
り
ま
す
。
国
や
県
の
施
策
に
加
え
、
地
域

独
自
の
生
き
残
り
策
を
今
一
度
考
え
て
、
地

域
の
商
工
業
の
増
加
や
そ
れ
が
無
理
で
あ
っ

て
も
、
今
後
の
事
業
の
存
続
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
は
い
ま
│

商
工
会
は
い
ま
│

商
工
会
は
い
ま
│
Vol.115Vol.115Vol.115

中信中信中信

第一回朝日村大博覧会オープニングテープカット　題字はタレント「おさる」

　
地
域
に
溶
け
込
む

　
　
　
　 
　
事
業
の
推
進

農産物を活用した特産品を開発中
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団
塊
の
世
代
が
70
歳
を
迎
え
、『
事
業
承
継
』が
中

小
企
業
、
個
人
事
業
を
中
心
に
ま
す
ま
す
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
口
に『
事
業
承
継
』

と
い
っ
て
も
、
法
人
の
場
合
と
個
人
の
場
合
で
は
そ

の
手
続
き
、
考
え
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

法
人
の
場
合
の
事
業
承
継
と
は
、
一
般
に
社
長
の

交
代
を
い
い
、
納
税
義
務
者
の
法
人
そ
の
も
の
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
登
記
と
届
出
に
よ
っ
て
承

継
は
完
了
し
ま
す
。
財
産
の
承
継
は
、
自
社
株
の
移

転
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
社
長
交

代
時
期
に
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
個
人
の
場
合
の
事
業
承
継
は
、
納
税
義
務

者
が
個
人
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
同
じ
屋
号
を
使

用
す
る
と
し
て
も
、
先
代
の
事
業
主
個
人
が
廃
業
し
、

後
継
者
で
あ
る
個
人
が
新
た
に
開
業
す
る
と
い
う
形

を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
手
続
き
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（
１
）
先
代
事
業
主
の
手
続
き

　

�　

ま
ず
、
先
代
事
業
主
が
「
個
人
事
業
の
廃
業
届

出
書
」
を
提
出
し
ま
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
以
下

の
書
類
を
一
緒
に
提
出
し
ま
す
。

　

・‌�

青
色
申
告
の
事
業
者
⇩
所
得
税
の
青
色
申
告
の

と
り
や
め
届
出
書

　

・‌�

消
費
税
の
課
税
事
業
者
⇨
事
業
廃
止
届
出
書

　

・‌�

予
定
納
税
が
あ
る
場
合
⇨
予
定
納
税
額
の
減
額

申
請
書

　

・‌�

給
与
の
支
払
い
が
あ
る
場
合
⇨
給
与
支
払
い
事

務
所
の
廃
止
届
出
書

（
２
）
個
人
事
業
の
開
業
届
出
書
の
提
出

　

�　

次
に
、
後
継
者
が「
個
人
事
業
の
開
業
届
出
書
」

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を
提
出
し
ま
す
。
状
況

に
よ
っ
て
は
以
下
の
書
類
を
一
緒
に
提
出
し
ま
す
。

　

・‌�

青
色
専
従
者
給
与
の
届
出
書
（
先
代
事
業
主
を

青
色
専
従
者
に
す
る
場
合
等
）

　

・‌�

給
与
支
払
事
務
所
の
開
設
届
出
書

　

・‌�
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
に
関
す
る
申
請
書

　

�　

ま
た
、
開
業
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
費
税

の
納
税
義
務
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
消
費
税
の
納

税
義
務
者
に
な
っ
た
旨
の
届
出
書
や
簡
易
課
税
選

択
届
出
書
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
事
業
用
資
産
（
債
務
）
の
引
継
ぎ

　

�　

事
業
承
継
に
あ
た
っ
て
は
、
後
継
者
は
先
代
経

営
者
の
資
産
（
運
転
資
金
、
棚
卸
資
産
、
機
械
や

自
動
車
、
不
動
産
等
の
固
定
資
産
）の
継
承（
ま
た

は
使
用
）、
借
入
金
等
の
の
債
務
の
引
き
受
け
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

�　

た
だ
し
、
こ
こ
で
適
正
な
承
継
を
し
な
い
と
贈

与
税
の
対
象
に
な
り
、
多
額
の
税
負
担
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

�　

贈
与
税
は
、
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の
1

年
間
に
受
け
た
贈
与
額
が
１
１
０
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
贈
与
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要
件

を
満
た
す
の
で
あ
れ
ば「
相
続
時
精
算
課
税
」を
選

択
（
２
５
０
０
万
円
を
限
度
と
し
た
特
別
控
除
が

あ
り
ま
す
）す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
売
買
、
賃
貸
借
、
使
用
貸
借
（
無
償
で

の
使
用
）
と
い
う
方
法
で
贈
与
税
の
負
担
を
回
避

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

　

�　

い
ず
れ
の
方
法
が
そ
の
事
業
者
に
最
適
か
は
、

事
業
の
規
模
、
所
得
の
多
寡
、
資
産
や
債
務
の
状

況
、
家
族
状
況
等
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
ま
す
の

で
、
引
き
継
ぎ
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
専
門
家
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
４
）
そ
の
他
の
注
意
事
項

　
① 

許
認
可
等

　
　

�　

許
認
可
が
必
要
な
事
業
、
入
札
が
必
要
な
事

業
の
場
合
は
、
事
前
に
許
認
可
の
申
請
、
事
業

者
の
変
更
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

② 

運
転
資
金
の
確
保

　
　

�　

必
要
な
運
転
資
金
（
場
合
に
よ
っ
て
は
債
務

引
き
受
け
）
が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
金
融
機

関
に
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
親

子
間
の
金
銭
貸
借
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
贈
与

税
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

経 個人事業主の事業承継

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

税理士
清水　重博



商工連ながの R1.8月号● 8

　

民
法
に
は
、
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
人

（
被
相
続
人
）の
財
産
が
誰
に（
相
続
人
）、
ど
の
よ
う

に
承
継
さ
れ
る
か
等
の
定
め
が
あ
り
、
こ
の
定
め
を

相
続
法
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、平
成
30
年（
２
０
１
８

年
）７
月
に
相
続
法
制
の
見
直
し
を
内
容
と
す
る「
民

法
及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
成
立
し
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
順
次
施
行
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
経
営
に
携
わ
る
方
及
び
同
企
業
に
就

業
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
自
分
の
財
産
の
相
続
問
題

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
回
の
相
続
法
制
の
改
正
に
つ
き
、
そ
の
主
要

な
も
の
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

１　
自
筆
証
書
遺
言
の
方
式
緩
和

平
成
31
年（
２
０
１
９
年
）１
月
13
日
施
行

　

�　

こ
れ
ま
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
を
作
成
す
る
場

合
に
は
、
財
産
目
録
を
含
め
全
文
を
手
書
き
で
作

成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
財
産
目
録
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
金
融
機
関
の
預
貯
金
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
、

財
産
目
録
に
遺
言
者
が
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

２　
自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度
の
創
設

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）７
月
10
日
施
行

　

�　

こ
れ
ま
で
は
自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
場
所
に
つ

い
て
定
め
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遺
言
者
の

住
所
若
し
く
は
本
籍
又
は
遺
言
者
が
所
有
す
る
不

動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
へ
手
数
料
を

納
付
し
て
保
管
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
法
務
局
で
保
管
さ
れ
た
自
筆
証
書
遺
言

は
、
相
続
開
始
時
に
家
庭
裁
判
所
の
検
認
を
受
け

る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

３　
預
貯
金
の
払
戻
し
制
度
の
創
設

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）７
月
１
日
施
行

　

�　

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）12
月
19
日
最
高
裁
決

定
に
よ
り
、
相
続
財
産
で
あ
る
預
貯
金
債
権
は
遺

産
分
割
の
対
象
債
権
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た

た
め
、
共
同
相
続
人
に
よ
る
預
貯
金
の
単
独
で
の

払
戻
し
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
葬

儀
費
用
の
支
払
い
や
相
続
人
の
生
活
費
な
ど
の
資

金
需
要
に
応
え
る
た
め
、
①
相
続
開
始
時
の
預
貯

金
債
権
額
の
３
分
の
１
に
つ
い
て
の
共
同
相
続
人

の
法
定
相
続
分
は
単
独
で
払
戻
し
で
き
ま
す
（
但

し
、
１
つ
の
金
融
機
関
か
ら
払
戻
し
を
受
け
ら
れ

る
限
度
額
は
１
５
０
万
円
）
し
、
②
そ
れ
以
上
の

資
金
需
要
が
あ
る
場
合
は
、
家
庭
裁
判
所
に
仮
払

い
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

４　
遺
留
分
制
度
の
見
直
し

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）７
月
１
日
施
行

　

�　

遺
留
分
と
は
、
兄
弟
姉
妹
以
外
の
相
続
人
に
つ

い
て
、
そ
の
生
活
保
障
を
図
る
な
ど
の
目
的
で
、

民
法
が
最
低
限
の
取
り
分
を
確
保
し
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
が
、
遺
留
分
を
侵
害
さ
れ
た
相
続
人
は
、

被
相
続
人
か
ら
相
続
人
の
遺
留
分
を
超
え
て
贈
与

ま
た
は
遺
贈
を
受
け
た
人
に
対
し
遺
留
分
減げ
ん
さ
い殺
請

求
を
し
ま
す
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
受
贈
者
又
は
受

遺
者
が
取
得
し
た
権
利
は
減
殺
請
求
の
限
度
で
当

然
遺
留
分
権
利
者
に
帰
属
し
、
目
的
物
は
遺
留
分

権
利
者
と
受
贈
者
・
受
遺
者
の
共
有
と
な
り
、
清

算
手
続
が
複
雑
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
、
遺
留
分
権
利
者
は
贈
与
又
は
遺
贈

の
目
的
物
の
返
還
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
遺
留

分
侵
害
額
に
相
当
す
る
金
銭
の
支
払
い
を
受
贈
者

又
は
受
遺
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

５　
配
偶
者
居
住
権
の
新
設

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）４
月
１
日
施
行

　

�　

配
偶
者
が
相
続
開
始
時
に
被
相
続
人
所
有
の
建

物
に
居
住
し
て
い
た
場
合
に
は
、
配
偶
者
は
、
遺

産
分
割
の
際
、
共
同
相
続
人
と
の
合
意
又
は
審
判

に
よ
り
、
終
身
又
は
一
定
期
間
、
無
償
で
居
住
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

�　

又
配
偶
者
居
住
権
は
、
遺
言
に
よ
っ
て
も
配
偶

者
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
登
記
も

可
能
で
す
。

６　
特
別
の
寄
与
制
度
の
創
設

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）７
月
１
日
施
行

　

�　

相
続
人
以
外
の
被
相
続
人
の
親
族
（
例
え
ば
被

相
続
人
の
相
続
開
始
前
に
死
亡
し
た
長
男
の
配
偶

者
な
ど
）
が
無
償
で
被
相
続
人
の
療
養
看
護
等
を

行
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
人
は
、
相
続
人
に

対
し「
特
別
寄
与
料
」を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　相続法制の
　　見直しについて

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士　
宮澤　建治
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相続に関するルールが
大きく変わります

相続に関するルールが
大きく変わります

高齢化の進展等の社会経済情勢の変化に
対応するための改正です

高齢化の進展等の社会経済情勢の変化に
対応するための改正です

■　配偶者の居住の権利
　亡くなられた方の配偶者がそれまで住んで
いた建物に住み続けられやすくするための方
策が新設されます。
■　預貯金の払戻し制度
　遺産分割の前でも亡くなられた方の預貯金
を一部払い戻すことができるようになります。
■　自筆証書遺言の方式緩和
 自筆証書遺言を作成するときに，財産目録
については手書きで作成する必要がなくなり
ます。

■　遺言書保管法
　法務局において自筆証書遺言を保管する制
度が新設されます。

■　特別の寄与の制度
　亡くなられた方の親族で療養看護等を行っ
た方は，相続人に対し，その貢献に応じた金
銭を請求することができるようになります。

法務省民事局　Tel 03-3580-4111（代）
平成30年12月

新しい制度がスタートする施行日については裏面をご覧ください。

遺言書保管法の制定
～高齢化の進展等に対する対応～

民法（相続法）改正

平成31年（2019年）１月13日から段階的に施行されます。

詳しくは法務省ホームページをご覧ください。

※ 民法及び家事事件手続法の一部を改正する
　法律について（相続法の改正）
　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00222.html

※ 法務局における遺言書の保管等に関する
　法律について
　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html

詳しくは法務省ホームページをご覧ください。

改正法の規定は， 以下のとおり，
段階的に施行されます。

※民法及び家事事件手続法の一部を改正する
　法律について（相続法の改正）
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00222.html

※法務局における遺言書の保管等に関する
　法律について
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html

①自筆証書遺言の財産目録をパソコン等で作成する
ことを可能とすること

③亡くなられた方の配偶者がそれまで住んでいた建物
に住み続けられやすくするための方策

④法務局において自筆証書遺言を保管する制度

②原則的な施行期日（遺産分割前の預貯金の一部の払
戻し制度，亡くなられた方の療養看護等を行った親族
の金銭請求を認める制度など，①，③，④以外の規定） 

………… 2019年1月13日

  ………………… 2020年4月 1日

  ………………… 2020年7月10日

  ………………… 2019年7月 1日
① 自筆証書遺言の財産目録をパソコン等で作成することを可能とすること

…………………………………………………………………………………… 2019年1月13日

② 原則的な施行期日（遺産分割前の預貯金の一部の払戻し制度，亡くなられた方の療養看護
等を行った親族の金銭請求を認める制度など，①，③，④以外の規定）
…………………………………………………………………………………… 2019年7月  1日

③ 亡くなられた方の配偶者がそれまで住んでいた建物に住み続けられやすくするための方策
…………………………………………………………………………………… 2020年4月  1日

④ 法務局において自筆証書遺言を保管する制度
…………………………………………………………………………………… 2020年7月10日
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私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
豊
丘
村

に
き
た
の
は
６
年
前
、
ま
だ
多
く
の
人
が
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
制
度
を
知
ら
な
い

頃
に
横
浜
か
ら
来
ま
し
た
。
３
年
間
の
任
期

を
終
え
て
、
豊
丘
村
の
公
民
館
の
近
く
に
喫

茶
ｅ
ｎ
を
オ
ー
プ
ン
し
、
６
月
で
４
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た
当

初
は
、
カ
フ
ェ
を
営
む
こ
と
は
全
く
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
協
力
隊
の
任
期
も
残

り
10
ヶ
月
を
切
っ
た
頃
、
地
域
の
人
た
ち
が

昼
間
交
流
で
き
る
場
所
を
提
供
し
た
い
、
子

育
て
世
代
の
マ
マ
さ
ん
達
が
気
軽
に
使
え
る

お
店
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
、

又
、
製
菓
の
専
門
を
卒
業
し
、
飲
食
店
で
働

い
て
い
た
こ
と
も
重
な
り
、
カ
フ
ェ
と
い
う

業
種
で
起
業
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

当
時
は
、「
こ
ん
な
村
じ
ゃ
カ
フ
ェ
な
ん
か

じ
ゃ
食
べ
て
い
け
な
い
よ
〜
」
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
沢
山
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
今
も
な
お
、
村
で
暮

ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
店
を
営
む
上
で
大
事
に
し

て
い
る
の
が
、
お
客
様
か
ら
の
声
で
す
。
よ

り
利
用
し
や
す
い
形
は
、
な
ん
だ
ろ
う
？
と

常
に
試
み
て
お
り
ま
す
。
一
番
の
変
化
は
営

業
日
数
で
す
。
１
年
目
は
、
週
に
４
日
、
２

〜
３
年
目
は
週
５
日
、
そ
し
て
、
こ
の
４
年

目
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、

週
６
日
営
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
２
階
は
お
座
敷
席
と
な
っ
て
お
り
、
子

連
れ
の
お
母
さ
ん
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る

空
間
を
作
り
、
お
子
様
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
様
と

一
緒
に
認
知
症
カ
フ
ェ
を
実
施
し
た
り
、
月

に
１
回
、
配
食
の
提
供
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
終
え
て
３
年
が
経

ち
ま
す
が
、
任
期
を
終
え
て
も
、
や
は
り
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
昨
年
の
春
に

は
、
豊
丘
村
の
河
岸
段
丘
の
地
形
か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
い
き
、
だ
ん
Ｑ

オ
ム
ラ
イ
ス
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
ま
し

た
。
オ
ム
ラ
イ
ス
で
段
丘
の
地
形
を
、
特
性

の
ハ
ヤ
シ
ソ
ー
ス
が
天
竜
川
を
表
し
て
お
り

ま
す
。
同
時
期
に
村
内
に
道
の
駅
「
と
よ
お

か
マ
ル
シ
ェ
」
も
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ

り
、
お
客
様
も
増
え
、
お
子
様
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

当
店
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
今
年
の
Ｇ
Ｗ
か
ら
、
空
飛
ぶ
写
真
が
撮
れ

る
公
園
と
し
て
話
題
の
新
名
所
て
っ
ぺ
ん
公

園
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
て
っ
ぺ
ん

パ
フ
ェ
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
メ

ニ
ュ
ー
は
18
種
類
あ
る
ト
ッ
ピ
ン
グ

か
ら
３
種
類
選
ん
で
い
た
だ
き
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
パ
フ
ェ
を
作
る
こ
と
が

で
き
、
お
子
様
や
若
い
人
た
ち
に
人

気
で
す
。
今
後
は
、
て
っ
ぺ
ん
公
園

で
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
可
能
な
形

で
協
力
し
、
様
々
な
方
面
か
ら
豊
丘

村
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
食
で
こ
の
豊
丘
村
を

盛
り
上
げ
、
８
年
後
の
リ
ニ
ア
開
通
に
向
け

て
、
豊
丘
村
を
世
界
に
発
信
す
る
！
こ
と
で

す
。
６
年
前
ま
で
は
、
知
ら
な
い
土
地
、
知

ら
な
い
人
々
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、

ご
縁
あ
っ
て
辿
り
着
い
た
、
こ
の
豊
丘
村
に

沢
山
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ

そ
者
の
私
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

こ
う
し
て
お
店
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
県
外
の
人
に
は
、

ほ
と
ん
ど
馴
染
み
の
な
い
、
南
信
州
、

そ
し
て
大
好
き
な
豊
丘
村
を
も
っ
と

沢
山
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
い
つ

ま
で
も
心
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
、

進
み
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.119

この　に人
喫茶 en

黒田　美佳さん
豊丘村商工会店主　黒田美佳さん

喫茶en 住所／下伊那郡豊丘村神稲359-5　　電話／0265-48-0240

だんＱオムライス

てっぺんパフェ
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佐
久
穂
町
は
、
平
成
17
年
3
月
20
日
に
旧

佐
久
町
と
旧
八
千
穂
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
人
口
１
万
１
千
人
余
で
、
長
野
県

の
東
部
、
南
佐
久
郡
の
北
部
に
位
置
し
ま
す
。

町
の
中
央
部
に
は
千
曲
川
が
南
北
に
貫
流
し
、

川
に
沿
う
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
小
海
線
と
国
道

１
４
１
号
が
、
東
部
の
秩
父
山
系
と
西
部
の

八
ヶ
岳
山
系
の
嶺
を
結
ぶ
国
道
２
９
９
号
が

東
西
に
走
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
4
月
に
は
、

中
部
横
断
自
動
車
道
佐
久
南
Ｉ
Ｃ
︱
八
千
穂

高
原
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
町
内
に
も
2
箇
所

の
Ｉ
Ｃ
が
開
設
さ
れ
交
通
の
便
が
グ
ッ
と
向

上
し
ま
し
た
。
内
陸
性
気
候
で
、
年
間
平
均

気
温
は
10
度
前
後
、
四
季
を
通
じ
て
日
照
時

間
が
長
い
の
が
特
徴
で
す
。
夏
と
冬
、
昼
と

夜
の
寒
暖
の
差
は
大
き
い
も
の
の
、
積
雪
は

少
な
く
、
厳
し
い
寒
気
を
除
け
ば
暮
ら
し
や

す
い
場
所
で
す
。

　

今
年
4
月
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
70
名
の

生
徒
が
集
ま
り
、
日
本
初
の
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン

ス
ク
ー
ル
大
日
向
小
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
と
は
、
１
〜
３
年
生
・

４
〜
６
年
生
の
よ
う
に
複
数
の
学
年
で
構
成

さ
れ
る「
根
幹
グ
ル
ー
プ
」を
つ
く
り
、
個
人

を
尊
重
し
な
が
ら
自
立
と
共
生
を
学
ぶ
教
育

方
法
で
す
。
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
新

た
な
教
育
の
在
り
方
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

ま
た
、
給
食
時
間
に
あ
わ
せ
学
校
と
保
護
者
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
が
一
般
開
放
さ
れ
、
学
校
関
係
者
だ

け
の
小
学
校
で
は
な
く
、
地
域
へ
の
影
響
や

関
わ
り
方
に
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
日
向
に
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

「
茂も
ら
い
さ
ん

来
山
」
が
そ
び
え
立
ち
ま
す
。
信
州
百
名

山
の
ひ
と
つ
で
、
縁
結
び
の
山
と
し
て
も
知

ら
れ
て
お
り
、
天
皇
陛
下
も
昭
和
57
年
に
登

頂
さ
れ
、
そ
の
記
念
碑
が
頂
上
に
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
槙
沢
口
と
霧
久
保
沢
口
の
２
つ

の
登
頂
口
が
あ
り
、
霧
久
保
沢
コ
ー
ス
の
途

中
に
は
、
森
の
巨
人
た
ち
百
選
に
選
ば
れ
た

茂
来
山
コ
ブ
太
郎（
ト
チ
ノ
キ
）に
も
会
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ク
マ
の
生
息
地
で
も
あ
る

の
で
、
ク
マ
よ
け
の
鈴
な
ど
が
必
要
で
す
が
、

山
頂
か
ら
の
眺
望
は
絶
景
で
す
。

　

観
光
で
は
、
Ｊ
Ｒ
小
海
線
八
千
穂
駅
近
く

に
日
本
画
壇
の
最
高
峰「
奥
村
土と

ぎ
ゅ
う牛
」の
美
術

館
が
あ
り
ま
す
。
土
牛
は
、
昭
和
22
年
か
ら

4
年
間
、
旧
八
千
穂（
穂
積
）村
の
黒
澤
合
名

会
社
の
離
れ
に
一
家
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
離
れ
が
、
昭
和
60
年
に
村
に
寄
付
さ
れ
、

平
成
2
年
に
土
牛
の
希
望
を
受
け
「
奥
村
土

牛
記
念
美
術
館
」
と
し
て
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
土
牛
か
ら
２
０
７
点
の
作
品
が
寄

贈
さ
れ
、
年
3
回
の
展
示
替
え
の
度
、
45
点

前
後
の
作
品
が
常
時
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
、
対
象
に
対
す
る
あ
た
た
か
な
眼
差

し
を
感
じ
ら
れ
る
、
清
ら
か
な
作
品
ば
か
り

で
す
。

　

所
変
わ
っ
て
、
八
千
穂
高
原
Ｉ
Ｃ
を
下
り
、

メ
ル
ヘ
ン
街
道（
国
道
２
９
９
号
）を
上
が
っ

て
い
く
と
八
千
穂
高
原
が
広
が
り
ま
す
。

八
千
穂
レ
イ
ク
周
辺
に
は
、
約
２
０
０
ha
の

敷
地
に
50
万
本
の
、
町
の
木
「
白
樺
」
林
が

堂
々
と
植
生
し
て
お
り
、
そ
の
群
生
は
日
本

一
に
ふ
さ
わ
し
い
優
美
さ
で
す
。町
の
花�「
く

り
ん
そ
う
」
や
ツ
ツ
ジ
も
自
生
し
て
お
り
、

シ
ー
ズ
ン
中
は
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
風
景

を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
駒
出
池
周
辺
に
は
、

白
樺
林
に
囲
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い

キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
、
4
月
下
旬
〜
10
月
中

旬
ま
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

更
に
上
が
っ
て
い
く
と
、
標
高
２
１
０
０

ｍ
以
上
に
あ
る
天
然
湖
と
し
て
は
日
本
最
大

の「
白
駒
の
池
」と
、
苔
と
原
生
林
が
神
秘
的

な「
苔
の
森
」が
あ
り
ま
す
。
5
月
下
旬
に
苔

の
森
開
き
が
行
わ
れ
、
6
月
中
旬
〜
7
月
末

に
か
け
て
苔
が
生
え
揃
い
、
11
月
上
旬
ま
で

楽
し
め
ま
す
。
一
面
を
覆
う
深
緑
に
輝
く
苔

の
楽
園
は
、
自
然
の
織
り
成
す
魅
力
的
な
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
平
成
20
年
に
は
、
日
本
蘚
苔

類
学
会
か
ら「
貴
重
な
苔
の
森
」に
認
定
さ
れ

て
い
る
場
所
で
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
努
力
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
す
。
自
然
豊
か
な
佐
久
穂
町
を
、
み
ん

な
体
感
し
に
き
て
く
ん
な
ん
し
。

豊
か
な
自
然
と

　
共
存
し
な
が
ら

　
　
未
来
に
躍
進
す
る
ま
ち
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商工連ながの R1.8月号● 12

商工会・都道府県商工会連合会・全国商工会連合会

●例えば、このような事故が起きたとき

飼い犬が散歩中に他人
に噛みつきケガをさせて
しまった！

買物中、あやまって商品を
落として割ってしまった！

友人同士で遊んでいる最
中に、あやまって通行人に
ケガをさせてしまった！

※保険の対象となる方またはそのご家族が、補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには、補償が重複することがあります。ご加入にあたっては補償内容を十分ご確認ください。
※保険金をお支払いする主な場合、保険金をお支払いしない主な場合については、パンフレットの「補償のあらまし」をご確認ください。
※「個人賠償」の補償は傷害ライトプラン、シニア傷害プランには付帯されません。
※国内での事故（訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を除きます。）に限り、示談交渉は原則として東京海上日動火災保険株式会社が行います。
※個人賠償責任保険は東京海上日動火災保険株式会社（引受保険会社）が補償する「総合生活保険（個人賠償責任補償）」です。

この広告は、個人賠償責任保険（「総合生活保険（個人賠償責任補償）」）の概要を紹介したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明」をよくお読
みください。ご不明な点がありましたら、商工会までお問い合わせください。

日常生活の事故やトラブルで
法律上の賠償責任が生じたとき

個人賠償責任保険
商工会の福祉共済「傷害

プラン」の
2,000円、3,000円、4,000円コース

個人賠償責任保険が好評につき

保険金額を1億円→2億円にパワーア
ップ!!

商工会会員の
皆さまへ
うれしい
お知らせ！！

2018年9月作成　18-T04568

自転車を運転中、あや
まって他人と接触してケ
ガをさせてしまった！

東京都千代田区三番町6-4　TEL.03-3515-4147〈引受保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社 ［担当課］広域法人部 法人第一課

相手方東京海上日動補償を
受けられる方

示談
交渉

円まで補償（国外は1億円限度） 最高 1 億

相手との交渉を保険会社が代行します。（国内のみ）

示談交渉
サービスも
ついてます

さらに!!

同居のご家族も補償の対象！！


